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「
ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん

じ
ゃ
ね
ー
よ
」。
テ
レ
ビ
の

人
気
番
組
で
五
歳
の
女
の
子

「
チ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
発
す
る

言
葉
。
質
問
に
答
え
ら
れ
な

い
大
人
を
頭
か
ら
湯
気
を
出

し
て
叱
り
ま
す
▼
私
も
時
折

見
て
、「
確
か
に
、
ボ
ー
っ

と
生
き
て
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
自
己
反
省
も
。
国
内

外
と
も
に
多
事
多
難
。
年
号

も
変
わ
る
。
私
的
に
も
何
と

か
し
た
い
課
題
や
問
題
は
多

い
で
す
か
ら
▼
で
も
、

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
考
え
て

み
れ
ば
私
は
ボ
ー
っ
と
す
る

こ
と
が
大
好
き
人
間
。
ま

た
、
多
く
の
現
代
人
も
昨
今

は
特
に
、「
ボ
ー
っ
と
生
き

る
」
時
間
に
は
飢
え
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
社
や
家
庭
で
も
次
々
解
決

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
難
問

が
出
て
き
ま
す
▼
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
は
会
社
帰
り
の
一
杯

が
難
問
か
ら
解
放
さ
れ

「
ボ
ー
っ
と
で
き
る
時
間
」。

正
直
な
所
、
み
ん
な
ボ
ー
っ

と
生
き
た
い
と
思
う
の
で
は

▼
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
、
本
心
は

み
ん
な
に
も
っ
と
ボ
ー
っ
と

生
き
て
ほ
し
い
、
と
思
っ
て

い
る
？
」。
今
の
世
、
こ
ん

な
風
に
も
見
え
る
の
で
す

が
。�

（
松
本
忠
之
）

　
中
野
眼
科
医
院
（
本
院
）

で
は
、
昨
年
十
一
月
一
日
よ

り
宮
本
和
明
医
師
が
院
長

に
、
本
年
四
月
一
日
よ
り
藤

本
雅ま

さ
ひ
ろ大
医
師
が
副
院
長
に

京
都
医
療
生
協
第
72
回
通
常
総
代
会
を
迎
え
て

冷
戦
終
結
三
十
年
の

時
に

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
習

近
平
総
書
記
の
ハ
イ
テ
ク
世

／
地
域
首
脳
会
議
・
議
長
国

に
日
本
が
打
開
策
を
打
ち
出

せ
る
の
か
、
内
外
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

創
立
理
念
に

　
思
い
新
た
に

　
私
た
ち
の
役
割
は
、
良
い

医
療
を
・
健
康
保
険
で
・
患

者
さ
ん
の
納
得
の
も
と
に
、

提
供
す
る
こ
と
で
す
。
一
九

三
七
年
に
中
野
眼
科
を
、
そ

し
て
一
九
五
〇
年
に
京
都
医

療
生
協
を
創
設
し
た
中
野
信

夫
医
師
の
理
念
を
継
承
す
る

と
共
に
、
一
九
九
一
年
「
日

本
生
協
連
・
医
療
部
会
」
制

定
の
「
患
者
の
権
利
章
典
」

を
も
、
引
き
継
ぐ
も
の
で

す
。

　
中
野
信
夫
医
師
が
、
自
ら

の
戦
争
体
験
か
ら
、「
戦
争

は
い
か
ん
！
」
と
終
生
叫
び

続
け
た
こ
と
も
、
私
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

豊
か
な
長
寿
社
会
に

向
け
て

　
私
た
ち
の
基
本
方
針
は
、

「
豊
か
な
長
寿
社
会
に
向
け

て
、
協
同
を
基
調
に
、
経
営

改
革
を
進
め
て
、
信
頼
さ
れ

る
中
野
眼
科
を
築
こ
う
！
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
人
口
減
少
の

も
と
に
あ
っ
て
も
、
す
べ
て

の
人
々
が
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
長
寿
社
会
の
建
設
の
た

め
に
、
協
同
や
改
革
を
忘
れ

ず
に
、
目
の
健
康
を
守
る
こ

と
で
貢
献
し
ま
す
。

総
合
的
な
診
療
力
の

強
化
を

　
今
年
度
は
、
京
大
病
院
か

ら
藤
本
雅
大
医
師
を
迎
え
、

総
合
的
な
診
療
を
さ
ら
に
充

実
し
ま
す
。

　
「
定
期
交
換
ハ
ー
ド
レ
ン

ズ
」
は
、
ハ
ー
ド
レ
ン
ズ
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
も
言
う
べ

き
、
画
期
的
な
製
品
と
し
て

普
及
し
て
い
ま
す
。「
働
き

方
改
革
」
は
、
前
向
き
に
取

り
組
み
、
職
員
と
共
に
、
さ

界
制
覇
へ
の
野

望
に
た
ち
は
だ

か
り
、「
新
冷

戦
」
と
も
言
う

べ
き
、
緊
張
状

態
に
持
ち
込
み

ま
し
た
。
ま

た
、
米
国
・
ロ

シ
ア
・
中
国
の
核
軍
拡
競
争

の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
北
朝
鮮
の
核
放
棄
や
拉
致

解
決
へ
の
道
も
ひ
ら
け
て
い

ま
せ
ん
。
六
月
の
二
十
カ
国

ら
に
働
き
や
す
い
職
場
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員

と
手
を
携
え
て
、
組
合
員
行

事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
懸
案
の
執
行
部
や
事
務
所

の
世
代
交
代
を
は
か
り
、
新

し
い
時
代
を
ひ
ら
く
時
が
到

来
し
ま
し
た
。

　
総
代
の
皆
さ
ん
の
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い

る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

で
は
、
第
七
十
二
回
通
常
総

代
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

◦
日
時
：
六
月
八
日
（
土
）

　
午
後
二
時
～
四
時

◦�

場
所
：
京
都
経
済
セ
ン

タ
ー
（
四
条
烏
丸
西
入
北

側
）

◦
議
題

　
①�

二
〇
一
八
年
度
事
業
報

告
・
決
算
関
係
書
類
承

認
の
件
、
監
査
報
告

第
72
回
通
常
総
代
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　ナカノ眼科・京都コンタクトレンズでは、ゴールデンウィーク期間に
下記にとおり休診となります。どうぞよろしくお願いします。

　
②�

二
〇
一
九
年
度
事
業
計

画
・
予
算
決
定
の
件

　
③
役
員
報
酬
決
定
の
件

　
④
そ
の
他

　
総
代
の
皆
様
に
は
四
月
末

に
ご
案
内
文
書
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

　
総
代
会
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で　

　
☎
〇
七
五
・
八
二
二
・
二

二
八
六

中
野
眼
科
医
院

診
療
体
制
の
お
知
ら
せ

就
任
し
、
新
し
い
診
療
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
藤
本

副
院
長
に
つ
い
て
は
、
次
号

（
七
月
発
行
）
に
て
ご
紹
介

の
予
定
で
す
。

４月 ５月

28日 29日 30日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

日 月 火 水 木 金 土 日 月
昭和の日 退位の日 即位の日 休日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

本　　院

四条分院 ◯
朝日会館 ◯ ◯ ◯
京都駅前 ◯ ◯ ◯

◯＝診療時間は、10:00～13：00・14：00～17：00となりますので宜しくお願いします。

日本初 誕生!
３ヵ月定期交換〈使い捨て〉
ハードコンタクトレンズ

フォーシーズン

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI

診療所のある街角で⑩
【大宮通四条上ル】

　四条大宮交差点から大宮通を北に入ると、昔懐かしい飲食店街が残ってお
り、夕べともなれば、飲み屋さんの灯りと香りが道行く人々を優しく手招きす
るのです。酒が全く飲めない者はただ通り過ぎるだけで残念至極なのですが。
 （大森 俊次）

中
野
眼
科
の

　
新
し
い
時
代
を
ひ
ら
く
た
め
に

休　診

京都医療生協理事長

山田　亮三
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賃
金
・
所
得
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
深
刻
化
す
る
今
こ
そ
、
公
的
保
険
で
保

障
さ
れ
た
医
療
制
度
の
大
切
さ
を
患
者
の
立
場
か
ら
も
う
一
度
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　
少
し
古
い
本
で
す
が
、

最
近
、
再
刊
さ
れ
ま
し

番
で
は
な
い
」

ま
で
、
談
志
流

に
「
落
語
、
こ

の
素
晴
ら
し
き

ら
溢
れ
る
多
様
な
問
題
意

識
が
談
志
師
匠
を
形
作

り
、
独
自
と
も
い
え
る
芸

を
作
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
笑
点
」
な

ど
の
テ
レ
ビ
番
組
も
面
白

か
っ
た
。
晩
年
の
高
座
の

「
あ
な
た
も
落
語
家
に
な

れ
る
」
を
書
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
同
書
は
七
十

歳
を
超
え
て
し
た
た
め
ら

れ
ま
し
た
。「
人
間
の

『
業
』
と
は
何
か
」
か
ら

始
ま
り
、「
も
う
、俺
の
出

ム
も
あ
り
、
懐
か
し
く
、

取
り
上
げ
ま
す
。

　
談
志
さ
ん
と
い
え
ば
落

語
界
の
鬼
才
。
落
語
協
会

と
対
立
し
落
語
立
川
流
を

創
設
し
参
議
院
議
員
に

も
。
何
と
い
っ
て
も
内
か

何
と
も
言
え
な
い
味
わ
い

の
話
し
ぶ
り
は
本
当
に
思

い
出
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
談
志
さ
ん
は
二
十
代
で

「
現
代
落
語
論
」、
そ
の
あ

と
に
も
同
論
二
部
と
し
て

も
の
」
を
独
自
の
表
現
で

語
っ
て
い
ま
す
。
あ
る

面
、
難
解
で
す
が
、
談
志

落
語
論
が
ジ
ン
と
伝
わ
っ

て
く
る
気
が
し
ま
す
。

ち
く
ま
文
庫
、
七
百
四
十

円
と
税
。�

（
松
本
忠
之
）

た
。
談
志
師
匠

没
後
、
早
七

年
。
ち
ょ
っ
と

し
た
落
語
ブ
ー

立
川
談
志 

著

『
談
志
　
最
後
の
落
語
論
』

　
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）

聖
護
院
御
殿
荘
に
お
い
て
、

二
〇
一
八
年
度
組
合
員
交
流

集
会
を
開
催
し
、
組
合
員

五
十
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
日
本
映
画
界
の
巨

匠
と
し
て
こ
れ
ま
で
『
く

ノ
一
忍
法
』、『
日
本
暗
殺

秘
録
』、『
あ
ゝ
同
期
の
桜
』、

『
木
枯
し
紋
次
郎
』、

『
序
の
舞
』、『
極
道

の
妻
た
ち
』
な
ど

六
十
本
以
上
の
映
画

を
作
り
、
今
般
、
新

作
時
代
劇
『
多
十
郎

殉
愛
記
』
を
完
成
さ

せ
た
中
島
貞
夫
監
督

を
講
師
に
お
招
き
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
「
第
一
部
：

京
都
映
画
史
跡
を
訪

ね
て
」
で
は
、
京
都

の
あ
ち
こ
ち
に
点
在

す
る
映
画
に
関
す
る

史
跡
・
名
所
を
ス

ケ
ッ
チ
・
ス
ラ
イ
ド

に
沿
っ
て
ご
案
内
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ

相
羽
恵
子

赤
染
益
輝

秋　
津　
千
鶴
子

芥
川
紀
子

飯
田
朋
子

猪
坂
眞
和

出
原
順
子

伊
藤
訓
子

伊
藤
光
子

稲　
村　
　
　
守

居　
林　
左
由
利

今
村
絹
代

上
木
紀
介

右
近
裕
子

大　
城　
賢
太
郎

大　
野　
奈
穂
美

岡
本
静
子

小
川
厚
子

奥　
田　
美
千
留

小
澤
幸
代

小　
野　
あ
や
め

笠
岡
英
次

加
藤
悦
子

金
中
明
美

金　
平　
恵
美
子

亀
井
信
子

河
合
郁
代

河
崎
菜
緒

川
端
浩
子

北　
西　
　
　
一

九
鬼
満
雄

小
坂
部　
ア　
イ

小　
山　
い
さ
代

近
藤
順
子

近
藤
暢
造

坂　
　

和
子

坂　
　

博
子

酒
向
直
之

佐
々
木　
通　
子

佐
々
木　
勉　
美

笹
村
清
次

佐
竹
雅
子

鹿
田
茂
樹

篠　
原　
美
佐
恵

清
水
理
男

清
水
信
行

清
水
文
夫

白
井
淳
一

鈴　
木　
久
美
子

鈴
木
利
夫

高
乗
昌
人

田
寺
慈
子

田
沼
文
江

種
村
陽
子

辻　
　

洋
子

堤

清

寺
本
勝
代

豊
田
眞
平

中
井
貴
子

中　
島　
永
美
子

中
野
圭
子

中
林
明
美

永
井
修
治

長
田
絹
枝

長　
浜　
喜
美
子

西
川
壽
一

野
村
幸
一

羽
田
野　
悦　
子

林　
　
　
淑　
子

早
田
ち
さ

原　
　
　
龍　
治

東
川
絹
子

菱　
川　
　
　
薫

廣
瀬
伸
彦

深
町
咲
江

福
留
奎
子

藤　
島　
栄
見
子

堀
田
芳
孝

増　
田　
真
由
美

松
田
貴
弘

松　
本　
ち
づ
る

松
本
昌
樹

三
ノ
輪　
光　
代

宮　
木　
千
代
子

村　
岡　
　
　
穆

村　
上　
千
代
江

森　
　
　
房　
枝

役
川
忠
子

保
田
寿
子

安　
本　
美
佐
子

山
内
美
雪

山
田
勝
仁

山　
本　
美
栄
子

山
本
亮
介

吉　
川　
美
重
子

吉　
田　
奈
緒
子

米
谷
信
幸

若
原
久
子

和　
田　
喜
久
枝

渡
邊
弓
子

　
二
月
二
十
日
（
水
）
の
総
代
選
挙
で
当
選
し
た
百
名
の
総
代
を
紹
介
し
ま
す
。

任
期
は
二
年
間
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
中
で
二
十
世
紀
初
め
に
フ

ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
た
映
画

が
な
ぜ
い
ち
早
く
わ
が
国
に

持
ち
込
ま
れ
、
京
都
で
映
画

産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
っ

た
か
を
面
白
く
学
び
ま
し

た
。
つ
づ
く
「
第
二
部
：
心

に
残
る
映
画
俳
優
た
ち
」
で

は
、
片
岡
千
恵
蔵
、
中
村
錦

之
助
は
じ
め
時
代
劇
を
支
え

た
懐
か
し
い
名
優
た
ち
、
鶴

田
浩
二
、
高
倉
健
た
ち
銀
幕

を
飾
っ
た
人
気
ス
タ
ー
た
ち

と
の
撮
影
裏
話
、
あ
っ
と
驚

く
㊙
話
な
ど
、
中
島
監
督
か

ら
で
な
け
れ
ば
聴
け
な
い
興

味
溢
れ
る
お
話
を
た
っ
ぷ
り

楽
し
む
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
中
島
監
督
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
い
た
昼
食
会

で
は
、
お
弁
当
を
味
わ
い
な

が
ら
、
組
合
員
同
士
の
懇
親

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

五
年
）、
四
月
二
十
五
日
の

創
立
総
会
開
催
、
五
月
一
日

付
で
の
認
可
を
経
て
、
正
式

に
設
立
さ
れ
た
京
都
医
療
生

協
は
、
戦
後
日
本
に
ふ
さ
わ

し
い
新
し
い
医
療
運
動
と
し

て
、
協
同
の
精
神
を
基
調
に

人
と
人
を
つ
な
ぐ
組
織
と
し

て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
初
は
四
つ
の
行
政
区
（
上

京
、
右
京
、
中
京
、
下
京
）

に
十
診
療
所
が
開
設
さ
れ
、

国
民
皆
保
険
制
度
創
設
を
め

ざ
す
と
と
も
に
協
同
に
よ
る

質
の
高
い
医
療
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
た
。

　
事
業
活
動
の
中
で
新
た
な

課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
第
一
に
高
ま
る
市

民
要
求
に
こ
た
え
組
合
地
域

を
拡
大
す
る
こ
と
、
第
二
に

将
来
の
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立

を
目
標
に
し
た
自
己
資
金
を

獲
得
す
る
こ
と
で
す
。
と
り

わ
け
診
療
・
組
合
活
動
の
拠

点
と
な
る
医
療
セ
ン
タ
ー
の

設
立
に
向
け
て
は
、
組
合
員

出
資
金
払
込
の
協
力
運
動
な

ど
を
重
点
課
題
に
位
置
付
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
北
区
、
南
区
に

組
合
区
域
を
拡
大
し
、
生
活

保
護
診
療
適
用
の
拡
大
、
法

律
相
談
活
動
な
ど
、
健
康
と

生
活
向
上
に
寄
与
す
る
医
療

生
協
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三

十
五
年
）
四
月
に
は
、
医
療

生
協
直
営
診
療
所
を
二
十
カ

所
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　
こ
の
間
、
健
保
並
み
の
低

料
金
で
受
診
で
き
る
医
療
生

協
の
利
点
か
ら
組
合
員
数
は

着
実
に
増
加
し
た
も
の
の
、

一
般
組
合
員
と
し
て
は
安
く

か
か
れ
る
診
療
所
の
会
員
に

医
療
生
協
創
成
期
の

取
り
組
み

　
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十

ふりかえって
　　みましょう

京都医療生協の70年②

な
っ
て
お
こ
う
と
い
う
意
識

が
強
く
、
生
協
組
合
員
と
し

て
の
自
覚
が
や
や
も
す
れ
ば

希
薄
な
ま
ま
で
、
組
織
活
動

強
化
の
方
針
で
あ
る
地
域
居

住
活
動
は
容
易
に
定
着
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
早
い
時
期
か
ら
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
需
要
の
将

来
性
に
注
目
し
て
い
た
中
野

信
夫
先
生
は
、
一
九
五
六
年

（
昭
和
三
十
一
年
）
一
月
、

有
限
会
社
京
都
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
を
創
設
し
、
そ
の
営

業
所
を
一
九
五
九
年
（
昭
和

三
十
四
年
）
三
月
に
朝
日
会

館
五
階
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
京
都
に
お
け
る
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
普
及
の
嚆
矢

と
な
り
、
そ
の
後
の
京
都
医

療
生
協
の
事
業
に
も
大
き
な

エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
も
の
で
し

た
。

　
京
都
医
療
生
協
の
組
合
員

に
よ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し

て
、
長
く
続
け
て
き
ま
し
た

書
道
教
室
が
、
本
年
三
月
末

を
も
っ
て
そ
の
活
動
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
講
師
を
お

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
森
育

子
先
生
は
じ
め
受
講
い
た
だ

い
て
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

書
道
教
室
の
終
了
に
つ
い
て

京都映画の歴史・俳優たちの素顔
組合員交流集会を開催

京都映画史跡スケッチのスライドより

中島貞夫監督に聞く

太
秦
広
隆
寺

西
本
願
寺

二
〇
一
九
年
度
の
総
代
当
選
者
で
す
（�

）

敬
称
略
・

五
十
音
順


